
３～５年程度 

バックキャスト 

「まちづくりの目標」の 
実現に必要な土台を作る。 ２０５０年の 

まちづくりの目標 

現在 

10 年後 
の状態 

避けたい状態とありたい 
状態のギャップを埋める。 

避けたい状態 

ありたい状態 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

直近の数年間で想定される様々な 
トピック（顕在化する課題）への対応 

達成に向けて効果の高い 
取組を戦略事業として整理 

10年後 
の状態 

様々なトピック
への対応 

戦略事業及び新規事業について 

 

１ 戦略事業について 

 ⑴ 位置付け 

   基本構想の６つの未来都市の実現に向けて，基本計画における政策の柱（政策分野）を牽

引する政策効果の高い取組を「戦略事業」として定義し，基本計画の分野別計画において，

政策の柱（政策分野）ごとに取りまとめる。 

 

 ⑵ 導出の考え方 

   基本構想の案（参考２ 参照）に掲げる２０５０年のまちづくりの目標（目指すべき状態）

の実現に必要となる取組（バックキャスト方式）と，現時点において見通せる課題を解決す

る取組（フォアキャスト方式）の両面から，「１０年後の状態（ありたい状態）」の達成に向

けて効果の高い取組の検討を行う。 

 

【イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

⑶ 戦略事業（案） 

   別紙１－１ のとおり 

 

２ 新規事業及び新たな取組を含む主な拡充事業（案） 

各施策の構成事業のうち，基本計画期間において，新たに取り組む事業 

別紙１－２ のとおり 
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